
ＳＤＧｓの取組みＰＲ 
記入日：2024年 2月 12日 

① タイトル 美術ワークショップ「薄葉紙を使ってお正月飾りを作ろう！」 

② 関連する 

ゴール 

 

③ 目的・概要 

美術品の作品梱包に使う薄葉紙の特性を学び、しめ飾り風のお正月飾りを制作するワ

ークショップを開催。薄葉紙を絞って、ひも状にして、縄状の土台を作り、オリジナル

の飾り付けを行なった。岐阜県・美濃産の薄葉紙も使用し、街の産業・文化を知るとと

もに日本の伝統文化や美術展示の裏側を学び、飾りには、敷地内の植物や廃材を使用し、

美術や文化、SDGs への関心を高めることを目的とした。 

④ 詳 細 

【取組内容】  

① しめ飾りの土台となる縄状の紐の素材には、美術

品の梱包資材として使用する「薄葉紙(うすよう

し)」を使用。岐阜県・美濃産のものも使い、地

域の産業文化も紹介。 

② 飾りの素材として、(公財)大垣市文化事業団の管

理施設・スイトピアセンターの敷地内で採れた実

や葉などを使用。また、大垣市民会館のボイラー

余熱を利用したドライフラワーなども使用 

③ 市内の美術関連の企業【オイダ額椽有限会社】よ

り、普段は廃材として処分している素材の提供を

いただいた。軸装や屏風などの表装に使うハギレ

でお正月らしさをプラスする素材となった。 

④ 美術展覧会での薄葉紙の使用や表装についても

説明をし、美術の裏側を紹介するワークショップ

とした。 

⑤ 2023/12/23〜2024/1/14 には、スイトピアセンタ

ーの館内にワークショップの実施記録と制作品

写真を展示し、成果発表の場も設けた。 
 

【業務目標】 

・作品制作および美術への興味・関心、環境問題への 

意識向上。 

・身近な素材を使った、作品制作の提案。   

・企業と連携した取り組み。 

【結果】 

・小学生から 70 代まで幅広い世代が参加するワークショップとなり、即時的に伝わり

づらい美術の教育普及へのきっかけを作ることができた。また、それぞれの個性が生

かされるオリジナリティ豊かな飾が出来上がった。 

・飾りつけの素材から、SDGs への興味関心を高めることができた。 

【連絡先】  

(公財)大垣市文化事業団 電話：0584-82-2310 E-mail:arts@og-bunka.or.jp 

⑤ 関連ＵＲＬ 
https://www2.og-bunka.or.jp/event/data_1304.html     (募集ページ) 

https://www2.og-bunka.or.jp/event/data_1314.html     (記録展示ページ) 
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